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米国で発足した人材・組織開発の専門組織 ATD（タレント開発協会）の
日本支部 ATD-IMNJが、テーマ別にグローバルトレンドを紹介します。
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ビジネスの場ではファシリテーショ
ンの目的とは合意形成や相互理解の
促進である、と考える人が多く、「ファシ
リテーターはプロセスを管理し、コン
テンツに関しては中立であるべき」とい
われる。この種のファシリテーションを

「プロセス・ファシリテーション」と呼ぶ。
これに対し、教育や学習の世界にお

けるファシリテーション、すなわち
「ラーニング・ファシリテーション」とは、
学習プロセスを適切に導き、学習自体
をたやすくすることである。ラーニン
グ・ファシリテーションでは、学習領域
についてファシリテーターが十分な知
識と経験を有し、自らの経験や事例な
どを学習者と共有することで、学習効
果を高める。コンテンツにも深く関わ
るところが、プロセス・ファシリテー
ションとは大きく異なるわけだ。

２．講師・プレゼンターの変化
伝統的なトレーナーは、自分の専門

性に焦点を当て、その専門性に基づい
て場をコントロールすることで「指導」

を行ってきた。しかし、昨今のトレー
ナーは、学習者に焦点を当て、学習の
手助けにフォーカスする。専門性のみ
に頼ることなく、「グループの中で起こ
る相互作用を通じて変化のプロセスを
生み出すことで、学びに到達させる」と
いう考え方が主流になりつつある。

実際、ATDのセッションに参加する
と、ラーニング・ファシリテーションは
①社会構成主義、②成人学習理論、③
加速学習という３つの理論を前提に成
り立っていることに気づく（図１）。
「社会構成主義」とは、「全ての知識

や意味は、相互作用を通じて生み出さ
れる」という考え方である。教師から
の一方的な知識の伝達ではなく、教師
と受講生、受講生同士の対話が重視
される。
「成人学習理論」は、「成人の学習は経

験が基盤であり、学習へのレディネス
（習得・学習に必要な条件や環境が整っている状

態）が重要で、特徴に合わせた学習プロ
グラムとすべきだ」という考え方である。
「加速学習」では、学習者には「聴覚

私たちは2013年10月にATD-IMNJ
の活動の一環として「ラーニング・ファ
シリテーション研究会」を立ち上げた。
当研究会では、ATDがめざす科学的
教育の考え方にのっとり、研修の場に
おけるラーニング・ファシリテーション
とは何かを整理し、ファシリテーショ
ン力の向上のため相互研鑽している。
今回はラーニング・ファシリテーション
を取り巻くアメリカの現状、日本におけ
る可能性について考えたい。

■ラーニング・ファシリテーションとは
１．プロセス・ファシリテーションと
ラーニング・ファシリテーション

日本ファシリテーション協会によれ
ば、ファシリテーション（facilitation）とは、
人々の活動を支援し、うまくことが運
ぶように舵取りすることをいう。集団に
よる問題解決、アイデア創造、教育、学
習など、あらゆる知識創造活動を助け、
促進していく活動を指して使う言葉で
ある。そうした支援や促進の役割を担
う人をファシリテーターと呼ぶ。

ラーニング・ファシリテーションの潮流
＜第9 回＞

ファシリテーションの目
的としては、（１）合意
形成（２）相互理解促進

（３）学習があるが、ラー
ニング・ファシリテーショ
ンはこのうち「学習」を
目的とする

出所：マインドエコー（香取一昭氏）作成資料より
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で学ぶ」「視覚で学ぶ」「運動感覚で学
ぶ」など、学習スタイルの選好性がある
ので、それぞれに合わせた学習方法
を提供すべき、としている。

従来の学習では、絶対的な事実と
正解があるという考え方を背景に、伝
統的な「講師」が存在していた。一方、
昨今は、絶対的な意味や善悪、正誤は
存在せず、それらは全て社会的な合
意から生まれるという、相互作用重視
の考え方を背景に、「ラーニング・ファ
シリテーター」が生まれている。

■ATD-ICE 2017 に見る潮流
こうした変化は、毎年アメリカで開催

されているATD-ICE（International Con-

ference and Exposition）の発表内容から
もよく分かる。2017 年のトピックから
見えてきた、ファシリテーションの潮流
を見ていこう。
１．最近の潮流を生み出す背景

2014年のICEで注目された「VU 
CA」。「変動性、不確実性、複雑性、曖
昧性」を意味するこの言葉は、今や

すっかり日常用語になっている。必ず
しも目新しいものではないが、VUCAの
時代を特徴づけるキーワードが 2017
年も強調されていた。世代や国籍など
をまたぐ広い意味での「多様性」、サイ
エンスとテクノロジーの進化によって
加速する「変化」、そのベースとなるマ

インドセットともいえる「アジャイル」な
どである。

２．バーチャル世界への拡大
こうした潮流をベースに、働き方や

学び方にも変化が生まれている。中で
も、ラーニング・ファシリテーションに

図１　ラーニング・ファシリテーション
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もう１つは、「同期」と「非同期」という
時間差の軸である。

２軸によって分けられた４つの象限
を見てみると、従来から行われている
ラーニング・ファシリテーションは、「リ
アル」×「同期」の象限（右下／黄色）と
いうことになる。クラスルームでの集
合研修、同一空間でのワークショップ
などがその代表的な「場」といえるだろ
う。しかしながら、この図からは、学習
を促進する「場」が他にも存在してい
ることが分かる。例えば、「バーチャル」
×「非同期」の象限（左上／オレンジ）。
従来はeラーニングやオンデマンドの

ウェブセミナーくらいしかなく、ラーニ
ング・ファシリテーションが入り込む余
地はほとんどなかった。今ではオンラ
インコミュニティーという、双方向コ
ミュニケーションが可能な場が生ま
れ、存在感が大きくなっている。

さらに、今日、大きな進化が見られる
のが、「バーチャル」×「同期」（右上／
青）である。通信環境が大幅に向上

関連する点としては、学びの場の拡大
が挙げられる。通信環境やICTの飛
躍的な進歩と普及により、バーチャル
の世界が確実にその存在感を増して
いるからだ。

ここで、当会の研究活動において整
理した、バーチャルとリアルにおける
ファシリテーションの比較を通じ、そ
れぞれの特徴と課題を考えてみよう

（図２）
この図は、２つの軸からできる４象限

で比較対照を行っている。１つは「バー
チャル」と「リアル」、つまりファシリテー
ションの対象の場の差異の軸である。

し、モバイル端末が普及したことに加
え、使い勝手の良いオンラインツール
が安価かつ手軽に利用できるように
なったことで、バーチャル環境でのラ
イブ型学習の機会が増えた。バーチャ
ルでも場の相互作用を生み出し、学習
効果を促進するとして、期待が高まっ
ている。後段で触れる「バーチャル・ク
ラスルーム」と呼ばれるものだ。

３．バーチャル・ラーニングの進化
今年のICEでのバーチャル・ラーニ

ングの潮流に関するキーワードは「マイ
クロ・ラーニング」と「バーチャル・クラ
スルーム」だった。

マイクロ・ラーニングは、特に若い世
代の特性を強く意識した、短時間（２～

５分程度）完結型の学習コンテンツであ
る。ATDの代表であるトニー・ビンガ
ム氏の基調講演でもキーワードとして
取り上げられた。

動画など情報量の多いビジュアル・
コンテンツを用いるが、通信環境の発
達で大容量コンテンツもストレスなくや

り取りできるようになったこと、手軽に
動画コンテンツを作成できるラーニン
グツールが増えたことが、普及に寄与
している。
「バーチャル・クラスルーム」も、かな

り広がっている感じを強く持った。既
に多くの組織が、Adobe Connect、
Cisco WebEx、Go To Meeting、Zoom
などバーチャル・クラスルーム向けにソ
フトの導入を済ませているようで、ICE
のセッションテーマとしては、具体的な
使い方やノウハウにフォーカスするもの
が多く見受けられた。中でも活用頻度

が高そうなものが、Breakout rooms
やWhite board。前者は分科会を開
く機能、後者は文字通りホワイトボード
の共有機能だ。

こうした潮流を背景に、注目されて
いるのがラーニング・ファシリテーター
の役割価値だ。バーチャル・ラーニン
グの成功例に共通する特徴として挙げ
られるのは、ファシリテーターがバー
チャル環境に必要なスキルを持ってい
ること、その前提となる学習の場とプ
ロセスがデザインされていることであ
る。細やかな配慮も役割価値といえ

図２　バーチャル・ファシリテーションが行われる場の類型

図３　70：20：10の法則
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PROFILE

ソフィアCHO ／ Executive Learning Facil-
itator。都市銀行で米国駐在、エグゼクティ
ブ・サーチ、投資家向け広報支援コンサル
ティングを経て、2005 年からソフィアに参
加。研修やワークショップなどのコミュニ
ケーション・デザイン及びファシリテーショ
ンを行う。学習機会を一連のプロセスとし
て捉え、ラーニングプロセス変革に取り組む。

平井豊康氏

ATD-IMNJ 執行役
ラーニング・ファシリテーション研究会幹事

＜ATD 今月のトピックス＞

　「ラーニングカルチャーの創造とテクノロジー」をテーマに、ATDならではのスピーカーを招
き、「ビジネスとしてのラーニング」をどのように組織に定着させ、実践したのかを共有します。
Hilton Worldwide の CLO、元 InfosysのL&D Director、Gronstedt Group のPresident 
& founder など、多彩なスピーカーが登場。明確なタレントディベロップメント戦略と最新
のラーニング理論に基づいた視点をご紹介します。ATD2017 のBest Award 企業 Hong 
Kong Jockey ClubのT&D Managerによる、組織内でのチェンジエージェント創出の先進
的な取り組みも学びます。世界最先端トレンドに触れる絶好の機会です。

開催日時：2017 年 12 月 7 日（木）10：00 ～ 18：00
会場：御茶ノ水ソラシティ カンファレンスセンター
ATD-IMNJホームページ：http://www.astdjapan.com/?p=3157 にてご案内しております。
申し込みサイト： http://www.nikkeibp.co.jp/seminar/atcl/nb/nbsemi_171207/index.html

●ATD2017 Japan Summit　参加申し込み受付スタート！
～ TECHNOLOGY AND THE CHANGING LEARNING CULTURE ～

る。例えば、参加できなかったメン
バーも情報共有できるよう、録画機能
を準備する、などだ。

■学習者主体の視点
前段で、４つの「場」の特徴を比較し

てみたが、最近は異なる「場」を個別に
分断して運用するのではなく、全体的
に統合していこう、というトーンが強
まっているようだ。

例えば、学習機会を考える際によく

取り上げられる「70:20:10 の法則（図
３）」では、人の成長を決定する要素と
して「仕事上の経験（OJT）」「上席や他
者からの学び」「研修などでの学習」が
あるとされるが、３つの要素を個別に
捉え、部分最適をめざすのではなく、
学習者視点で全体的に統合すること
が求められている。

そうした中で、対面環境でのラーニ
ング・ファシリテーションでは、ますま
す貴重になる集合研修の場をいかに

効果的に活用するかが、従来にも増し
て重視されている。ここでのキーワー
ドは「インパクト」。多様な価値観を持
つオーディエンスに働きかけるには、言
葉だけでなく、聴覚や味覚、嗅覚など
の五感をフルに使わせる必要がある。
実際に体を動かして、その場で起こる

変化を体感してもらい、巻き込んでいく
インパクトは今後、大いに求められるよ
うになるだろう（図４）。

■今後の日本での展開
ラーニング・ファシリテーション研究

会のメンバーには、さまざまな立場の

方がいる。研修講師やファシリテー
ションを生業とする人たち、組織内で
研修の企画、デザイン、実施を担う人
たち、学校や幼児教育、介護や看護に
関わる人たちなど。こうした広がりを見
ると、ラーニング・ファシリテーションの
活用の可能性は、無限に広がっている
ように思える。また、ウェブ会議が当た
り前に行われている企業では、学習
ツールの立ち上がりも早い。特に外資
系企業では活用が進んでいるようだ。

バーチャル・ラーニングは今後急速
に普及することだろう。このモメンタム

（勢い）を一時の流行で終わらせないた
めには、学習者中心の視点による、統
合的なラーニングデザインが必要だ。
リアルとバーチャルの統合というお題
を前に、ラーニング・ファシリテーター
は、良きラーニング・プロセス・デザイ
ナーをめざすべきではないだろうか。

図４　統合的なラーニングデザイン
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